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クラスター大学14

PMグループ 直噴ガソリンエンジンの粒子状物質（PM）排
出の現象解明・モデリングと低減基盤技術

PM
グループ
リーダー

直噴ガソリンエンジンにおけるPM生成詳細モデル構築
ならびにPM低減指針の提示

• 直噴ガソリンエンジン内でのPM核生成過程をモデル化する。
• 構築したPM核生成モデルを自動車エンジン燃焼室３次元CFDソフトに
組込み，PM低減のための指針を提示する。

• 核形成などの各種モデルの改良がソースコードレ
ベルで可能なすす生成計算プログラムを作成。

• ディーゼルチーム、要素技術・東北大宮本研究室
と連携して、核形成モデルを高度化する。

• すす生成計算のFORTRANプログラムを作成（クラスター大学(20) 大
分大学と共同）。

• PM核形成プロセスを調査。主に３つの経路があり，その中で多環芳香
族（PAH）を前駆体とするものが主流。PAH２量体説が現時点では妥
当であると結論。

• 要素技術 東北大宮本研究室と連携して、量子計算を利用した核形成
モデルの改良を検討中。

• PN予測方法、PM組成（炭素成分：有機成分）の２次粒子生成への影響
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